
防コミの歩き方たずね歩き消防団
私たち神戸中央消防団第４分団です。
私たちの第４分団は、神戸の中心三宮を
中心に山側・南側を担当分団としています。
日ごろから、小型動力ポンプの点検はもち

ろん、地域のふれあいのまちづくり協議会
（ふれまち）や、婦人会・学校関係に対し、
放水訓練・消火器の扱い、そして、消防団
員救急インストラクターを通じて、AEDを用
いた心肺蘇生講習をおこない指導しています。

また、平成１７年から厚生労働省で実施さ
れている「認知症を知り地域をつくる１０カ年」
キャンペーンの一環である、認知症について
正しく理解し、認知症の人や家族を見守り、
支援する「認知症サポーター」を養成するこ
とに賛同しました。
「認知症サポーター」とは何も特別なことを
する人ではありません。
認知症について正しく理解し、偏見を持た

ずに、認知症の人や家族を温かく見守る応
援者として、自分のできる範囲で活動します。
自分自身の問題と認識し、友人や近隣の
人、家族に、学んだ正しい知識を伝えること、
認知症の人やその家族の気持ちを理解しよ
うと努めることもサポーターの活動です。
私たち第４分団は、地域の一人暮らしの

高齢者の方に火災予防の話をすることはもと
より、地域の認知症の方の見守り、声掛け
などをスムーズにおこなうためにも必要だと思
い、団員の中から、私が、サポーターの育
成をおこなうための、キャラバンメイトの資格
を取得しました。
まず、消防団のメンバーが、「認知症サ
ポーター」の勉強をし、その後、地域の会社
の方や婦人会、ふれまちの方 を々対象に「認
知症サポーター養成講座」を定期的におこ
なっています。
この地域で、一人暮らしや認知症高齢者
宅からの火災、また孤独死を出さないために
も、日々勉強し、消防団活動に生かしていき
たいと思います。

（中央消防団　第4分団　北村恭子）

高齢者にやさしい町をめざして
●防災ジュニアチームとは
兵庫区では、防コミ・地元企業・消防団

が中心となって市立中学校1年生に対し、
防災訓練をおこない「防災ジュニアチーム」
を育成しています。
訓練内容は、津波講話・小型動力ポンプ
放水体験・粉末消火器消火訓練・煙体験・
油圧ジャッキ使用救出訓練・担架搬送訓練・
市民救命士講習等と充実した内容となって
います。
この取り組みは、平成１２年に明親校区
防災福祉コミュニティが区域内にある須佐野
中学校とでおこなって以来、兵庫区内にあ
る５つの中学校で順次実施しており、１月に
おこなわれる吉田中学校をもって、兵庫区
内にある全中学校で防災ジュニアチームの
結成が完了します。

●各中学校での活動実績
兵庫中学校では、平成２５年1月の消防

出初式において小型動力ポンプの放水訓練
を披露しました。
また、近隣幼稚園との合同避難訓練では
全校生徒が幼稚園児の手を引いて湊川公
園まで避難する訓練も実施しました。
湊川中学校と兵庫中学校は合同で兵庫

区安全・安心フェアに参加しました。
夢野中学校は、北西部４防コミ合同防災
訓練に参加し、地域住民と一緒に各種防災
訓練をおこないました。

●初期消火成功事例
平成２５年１月に兵庫区内のマンションで
発生した放火事案で、偶然居合わせた須佐
野中学校の女子生徒が、消火器を使用して
ちゅうちょせず敢然と初期消火をおこない被
害の拡大を防ぐことに成功しました。
まさにこの取り組みの成果だといえる事例
でした。
このように、防コミ・地元企業・消防団が
育成している防災ジュニアチームは、着実に
地域に浸透しており地域の重要な戦力として
期待されています。

（兵庫消防署　地域防災調整者）

～結成完了！！ 兵庫区内防災ジュニアチーム～
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